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ある。しかし，本県では異系統薬剤の交互散布は良く実
施されており，今回の調査で耐性菌の出現が判明した施
設でも一部の例外を除き交互散布が励行されて来たのが

実状である。このように，他剤との交互散布にもかかわ
らず耐性菌の発生が顕在化していることについては，今
後十分な検討を要しよう。

Ⅳ摘要

福井県では1977年，野菜類灰色かび病ペンズイミダゾ

ール系殺菌剤耐性菌の発生がトマト栽培施設ほ場2か所
で認められたので，今回更に発生実態の調査を実施し
た。

1ペンズイミダゾール系殺菌剤耐性菌の発生調査は

施設ほ場9か所，露地ほ場6か所で実施した結果，本剤

の散布歴を有する施設8か所では耐性菌が高頻度に発生
していた。

2耐性菌に対するチオファネートメチル剤の最小

生育阻止鍛度は25,600ppm以上であり，ペノミル剤は

1,600ppmから6,400ppmの範囲であった。
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3当該薬剤の散布回数と耐性菌発生との関係は十分

明らかでないが，年間3～6回，2～3年の継続散布が

ひとつの目安になるようであった。

4耐性菌はポリオキシン剤,TPN剤，スルフェン

酸系剤，キャプタン剤，プロミディオン剤に対する耐性
は有していないようであった。
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チューリップえそ病病原ウイルスの作物・雑草の根における増殖

名畑清信・草葉敏彦

KiyonobuNAHATAandToshihikoKUSABA:Themultiplicationofcausal
virusoftulipnecroticdiseaseintherootsofsomecropsandweeds.

Summary

Ithaa@Segascertaine"atthesixweeds;Knotweed,Copperleaf,Finger_grass,Starwort,
Ecnpte,andBittercress,whichweregrownintheneldwhereseve｢tilipiIecr5ticdiseasehaa
beenoccurred,couldmultiplytobacconecroticvirus(TNV)intheirroots,andthattwentytwo
cropscouldmultiplytheTNVintheirrootswhentheywerecultiVatedonthesoilcollectedfrom
infectednelds・Theywereas.fOllows;Barley,Sorghum,Fingermillet,Kidnybean,Soybean,●6

Hyacinthbean,Lucerne,Tomato,Eggplant,Greenpepper,Potato,Tbbacco,Chinesecabbage,
pumpkin,Cucumber,Onion,Okra,Spinach,Carrot,Lettuce,BuckwheatandStrawberry.

TheTNVisolatedfromtherootsoftheseweedsandcropsexceptstrawberrywereidentined
assameasthecausalvirusoftulipnecroticdisease･Furtherstudiesshouldbenecessaryabout
theTNVisolatedfromstrawberrybecauseofthefactthattheincidenceofpreinfectionbythe
viruswerefoundinsouceofseedlingstested.

宙山県漫梁賦賦勘Toya…AgriculturalExperimentStationDYoshioka・証byama，知-11
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筆者らはTobacconecrosisvirus(TNV)によるチ

ューリップのえそ病が富山県下の球根栽培地において発

生したことを報告した'0〕。本病はその後も年による差異

はあるが毎年発生が認められており，球根生産にとって

重要な病害として定着しつつある。

筆者らの調査により，発病圃場では土壌中で約1ヶ年

H,TNVの活性が認められた'1)。このため連作は極め

て危険であり，他の作物との輪作が必要と考えられる。

しかし,BruynOuboterら3〕はオランダにおいて1939

～1945年の戦時中，タバコとジャガイモの栽培が増加

し，これに伴ってチューリップのえそ病が多発したが，

その後これらとの輪作がなくなり，発病が減少したと報

じている。したがって輪作する作物の種類によっては逆

にTNVを増加させる危険性も考えられるため，多数の

作物および雑草についてそれぞれの根でのTNVの増殖

の有無の調査を行なった。

その結果，多数の作物および雑草の根でTNVが増殖

することを認めたのでここに報告する。

I材料および方法

本報で調査した雑草はすべて1976年春に高岡市醍醐に

おいて品種Paradeにえそ病が激発した圃場から採取し

たものであり，作物は特に記述する以外は同圃場より採

取した病土を径12cmのビニルポットにつめたものに播

種し，温室内で20～40日間栽培したものである。ウイル

スの検出にはいずれの場合も根を十分に水洗し，3～5

倍量の1/15Mりん酸緩衝液(PH7.0)を加えて磨砕し，
600メッシュのカーボランダムを用いて常法によって検

定植物に接種した。

なお上記以外については試験毎に多少異なり，結果の

項で記述した。

Ⅱ結果

前報10〕においてチューリップに感染し得るTNVに対

してツルナおよびc〃ewqpodZ@Gw@zhz"g@"iml"の感受

性が非常に高いことが認められたことから発病跡地圃場

から採取した雑草および病土に播種，栽培した作物の根

を磨砕し，ツルナおよびc・‘z海αγcWiM"'に摩擦接種

した。その結果，両者に発病した試料についてツルナの

病葉を一旦塩化カルシウムとともに小型プラスチック容

器に入れて密封し,4｡Cの冷蔵庫内に保存した。その後

検定植物が揃った時点で一斉にこれらの保存病葉を用い

て接種を行ない，チューリップえそ病の病原ウイルスと

同一のものであるか否かを確かめた。

その結果は第’表に示した。雑草および作物の根から

検出されたウイルスは供試した7科'1種のすべての植物

第27号昭和54年

に局部病班を形成し，インケンには局部病斑とともに莱

脈えそを生じた。対照としたチューリップえそ病の発病

葉を用いて接種した場合も全く同様な反応を示した。し

たがって，これら雑草および作物の根から検出されたウ

イルスはえそ病の病原ウイルスであるTNVと同一のも

のと判断された。なお上表における雑草は1976年9月29

日および11月8日に発病圃場より採取したものであり，

作物は1976年11月8日に採取した病土に播種したのち約

40日間18～20｡Cの温室で栽培したものである。またツ

ルナおよびc、α加α"""icDI｡γへの接種は，雑草につい

ては1976年12月12～16日に，作物については1977年1月

13日に行ない，両者に発病したものは1週間後にツルナ

の病葉を乾燥冷蔵した。同定のための検定植物に対する

接種は保存後約5ケ月経過したツルナの乾燥冷蔵病葉を

用いて行なった。対照として用いたチューリップの病葉

は品種Paradeの発病葉である。

以上のようにえそ病発病跡地圃場に自生する雑草およ

び病土に播種した作物の根からツルナおよびc、α加α‐

γとz""CO"ﾉ'に局部病斑を生じるウイルスはいずれもえそ

Table2.ThemultiplicationTNVinthe
rootofseveralweedscollectedfrom

infestedneld.

We色ag MultipliCaLion
of~TNV

Polygonaceaeタデ科

Knotweed(Po/ygひ""加妙.）タデ
●

Compositaeキク科

Eclipte(Ec"〆α力ros""")タヵサプロウ
GalinSoga(Gα灯加sogaci""")′､キダメギク
Centipeda(C"〃少”α加j"i加α）トキソソウ
Butterweed(EJ'igwo"cα"αde"sis)

上メムカシヨモギ

Graminezeイネ科

Finger-grass(Digijαγjaadsce"d"s)メヒシハ
●

Echinochloa(EC""cﾙﾉoas夕.）ヒニ
Annnualbluegrass(Poαα邦邦"α）スズメノカタピヲ

CruCiferaeアブラナ科

BittercreBB(Caγdα加加e〃ex"os")タネツケバナ
YellowCreSs(RofjPPgPg/"s"is)スカシクゴポウ

Euphorbiaceaeトウダイグサ科
Copperleaf(AccJ"んαα"s"α〃s)エノキグサ

Caryophyllaccaeナデシコ科
StarwOrt(Sfe""iααﾉsi")ノミノプスマ

ATnghrnnthaCeZeヒュ科

Wildamaranth(A抑αγα"雌脚s""dzgs)イヌピユ
Scrophulariaceaeゴマノ'､グサ科

Mazus(Mqg"S"""jc"s)トキヮハゼ
cyperaceaGカヤツリグサ科

Umbrellasedge(Cy"erz@SserO〃""s)ミズガヤツリ
Lipocarpha(Li少｡“γ城α加ICγo“城α/α）

ゆ

ヒソジガャツリ

Boraginareaeムラサキ科

Myosotis(Mj'oso"ssp.)タピヲコ

冊

冊
一

一

一

冊
一

一

冊
一

冊

冊

一

ー

一

一

一

Notes･冊and-indiCaternuchmultiplicotionand

negativerespectively．

’
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Table3．ThemultiplicationTNVintherootofseveralcrops

whichwereraisedininfestedsoil.

43

Multiplication
ofTNV

[Caltivar]Crops

Gramineaeイネ科

Barley(""de"加〃"/gw'e)[Hagane]オオムギ〔はがね〕
"[Minori]"[ミノリ〕

"[HokurikuNo,1]"[北陸1号〕

"[HokurikuNo､2]"[北陸2号〕

"[Yukiwari]"[ユキワリ〕

Sorghum(SOrg〃"抑〃"Ig"e)[Common]ソルゴー〔コモン〕

Fingermillet(Eﾉ“s伽c“γ“α"α）シコクピエ

Rice(OJ'jPz"sα〃"α)[H6nenwaSe]イネ〔ホウネソワセ〕

Italianryegrass(LO""加加"〃jyIOr2"")[MammothA]イタリアソ〔マンモスA]

"[Ciant]"[ジャィァソト〕

Orchardgrass(D"cfy"sgfo"1""@)[Potomac]オーチヤード〔ポトマック〕

Legurninosaeマメ科

Kidneybean(P""s'O/"S""/"'･is)[6teb6]イソケソ〔大手亡〕
Soybean(G/yCj"e湖α元)[T6zanNo.81]ダイズ〔東山81号〕

Hyacinthbean(Do"cA@S/""")[Shirobanawase]フジマメ〔白花早生〕

Lucerne(Medic"gnSα〃"α)[D"P""s]ルー‘サン〔デュピィ〕

VVhiteclover(刀･〃､ﾉ如加γe少e"s)シロクローバ

Redclover(Z》'”〃認加pγα""se)アカクローパ
Somn知産室色ナス科

T5inato(LyCOl"Sic""eSC"ﾉ郵郷抑)[Kiyobel]トマト〔強力米寿〕
Egg-plant(So/"""獅加eﾉo"“"α)[SenriyoNo､2]ナス〔千両2号〕
Greenpepper(Ca"sic郷加α"”""8)[Ace]ピーマソ〔エースピーマソ〕
Potato(Soﾉ“卿加〃6"os鰐加）ジャガイモ

TobaCCo(MCO〃α"α"""")[BrightYellow]タバコ〔プライトイエロー〕
Cruciferaeアブラナ科

Chinesecabbage(Bγαssic"pe厩""sis)[Kinshiy6]，､クサイ〔錦秋〕
Cabbage(BγαsSiCCO/em"")[Natsumakiris6]キャベツ〔亙蒔理却〕

Japaneseradish(Raクル""ssg""s)[Wakamizu]ダイコン〔若水〕
Japaneseturnip(BγαSSi“γα〃α)[Taibiy6hikari]カブ〔耐病ひかり〕

C咽嘩0]rbitaceaeウリ科

Pumpkin(C"C"6〃α柳osc""d)[T6kiy6]カボチャ〔東京南瓜〕
CuCumber(C"c"柳issα〃"S)[Tokiwahokusei]キュウリ〔ときわ北凧〕
Watermelon(C〃γ脚〃"S"Igwris)[Shima6]スイカ〔鎮主〕

Liliaceaeユリ科

Onion(A〃畑加“少α）タマネギ
Welshonion(A〃如加方sf"〃S邸加)[Ishikuranebuka]ネギ〔石倉根深〕

Malvaceaeアオイ科

Okra("6isc"ses"Je"如馬）オクラ
Chenopodiaceaeアカザ科

Spinach(S〆""cicoﾉ”αC")[Kiyoh6]ホウレソソウ〔大葉巨豊〕
Umbelliferaeセリ科

Carrot(Dα郷c"sc""")[Kokubu6naga]ニソジソ〔国分鮮紅大長〕
Compositaeキク科

Lettuce(L""c"sα〃"α)[G.L、"]レタス〔グレートレイクス366]
Polygonaceaeタデ科

Bunf,Trwheat("go""""8esc"/e"""I)[Botan]ソバ〔牡丹〕
[ShinanoNo.1]"[侭渡1号〕〃

[Kaiziy6]"[隙卜1〃

R⑥雲c函邑バラ科

Stramberry(R'"g"igcA"""sis)[H6k6]イチゴ〔宝交早生〕
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Notes･

Themeaningsofsymbolsareasfollows:-,negative;+,positive;什,moderatemultiplication+H,
muchmultiplication.().isuncertainwhetherthevirushascomefrominfestedsoilornot.

病班がチューリップの病葉を用いて接種した場合と同一

のものをTNVと認定した。

第2表は雑草についてTNVの増殖の認められなかっ

たものを含めての結果である。タデ，メヒシバ，タネツ

病の病原ウイルスと同一のTNVであることが明らかと

なったため，以後の試験では感受性の高いツルナに一斉

に接種し'局部病斑を生じた場合には更にC､α””α”‐

CDﾉりγに接種を行なって，いずれにも感染し，しかも
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ケバナ，ノミノフスマ，タカサプロウ，エノキグサなど

6種の雑草の根でTNVが増殖し，ハキダメギクなど11

種では増殖が認められなかった。雑草の採取ならびに接

種の時期，方法は第1表と同様である。

また第3表は同じく作物についての結果である。この

試験は2種類の病土を用いて行なった。一つは第1．2

表の項で用いたのと同じく品種ParadE発病跡より採取

したものであり，他は1977年11月10日に砺波市般若で品

種Holland'sGIoryの発病跡より採取したものである。

1977年11月11日にイチゴおよびオオムギを除く各作物の

種子をそれぞれの病土に播種し，18～20｡Cの温室で生

育させた。またイチゴおよびオオムギはそれぞれ当場砺

波園芸分場および作物課より分譲された苗を移植した。

対照にチューリップが作付されたことのない水田土壌を

無病土として同様に播種あるいは移植を行なった。播種

あるいは移植後20～30日目に検定を行なった結果，表に

みられるように，オオムギ，レタス，カボチャ，ニンジ

ン，ソルゴー，シコクピエ，ハクサイ，ホウレンソウ，

イチゴ，インケン，ソバ，ダイズ，フジマメ，トマト，

ナス，ピーマン，ジャガイモ，キュウリ，オクラ，タバ

コ，タマネギ，ルーサンなど22種の作物の根でTNVの

増殖が認められ，イネなど10種では認められなかった。

なお供試全作物を無病土に播種あるいは移植し，その

根を検定したが，イチゴを除くすべての作物においてT

NVは検出されなかった。イチゴは無病土に移植した場

合にも検出されたことから，すでに保毒していたものと

思われる。したがってチューリップえそ病と共通のTN

Vであるか否かは今後検討を要する。

なお根でTNVの増殖が認めらた各作物の地上部には

病徴は全く認められなかった。

第27号昭和54年

もに地上部にも無病徴で感染し,TNVのcarrierに

なる可能性があると述べている。Teakle'3)によると

cowpea,mungbean,ダイズッキュウリ，レタス，ト

マトなどに感染し,mungbeanはKassaniSら6）によ

っても報告されている。

本報では14科28種の作物および雑草の根でTNVが増

殖し，イチゴを除いてはいずれもチューリップえそ病と

共通のTNVであることを明らかにした。これらのうち

雑草6種については本報が最初の報告である。また作物

については,ナス科,マメ科の中に増殖するものが多く，

キュウリ，ニンジン，オオムギ，レタスなどの根で増殖

することはこれまでの報告と一致しているが，その他な

お多くの作物で増殖が認められた。

以上,多くの作物および雑草の根でTNVの増殖する

ことが認められたが，その増殖量は種類によって差異が

認められる。したがってこれらの作物がえそ病発病跡地

で輪作に用いられた場合，およびこれらの雑草が生育し

た場合に後作のチューリップにどの程度の影響を与える

かについては今後なお検討を要するものと思われる。

’
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Ⅳ摘要

チューリップえそ病が多発した圃場に生育していたタ

デ，メヒシバ，タネツケバナ，ノミノフスマ，タカサプ

ロウ，エノキグサの6種の雑草の根からTNVが検出さ
れた。

また発病跡地土壌に播種または移植したつぎの作物の

根でTNVが増殖することが認められた：オオムギ，レ
タス9カポチャッニンジンッソルゴー，シコクピエッノ、

クサイッホウレンソウ，イチゴ，インケン,ソバ，ダイ

ズ，フジマメ，トマト，ナス，ピーマン，ジャガイモ，

キュウリ，オクラ，タバコ，タマネギ，ルーサン。

イチゴからもTNVが検出されたが，これは病土に苗

を移植する前にすでに保毒しており，チューリップえそ

病を起因するTNVと同一のものであるか否かは不明で
ある。

｜

Ⅲ考察

TNVは寄主範囲の広いウイルスとして知られ，これ

までも数種の植物の根で増殖することが報告されてい

る。Smithl2)によると，タバコ，トマト，イヌホホズキ，

サクラソウ，アスター，ゼラニウム,Frenchbeanな

どの根で増殖し,Babosら1)はFrenchbeanのほか

ナス科植物,C、α加afmMicW,Dα＃”αf"鯉α，キュウ

リなどの根で潮殖を認めている。またBruynOuboter

ら8)によるとジャガイモおよびタバコで増殖し,Lange9)

はチュードップえそ病の発生した圃場に生育したカラシ

ナ，ニンジン，オオムギの根で増殖を認めたが，ニンジ

ンについてはKempら7〕によってRusty-rooがtTNV

とo"j或郷”勿睡""eの感染によることが報告されて

いる。わが国では，各地のイチゴの根から検出されてい

る6,8)｡Bawden2)らはBfWf"""""には根部とと
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ピ レオギクの菌核病

高野喜八郎

KihachiroTAKANO:SclerotiniarotofCルァWn城〃ewza"gz(EWfcM(Maxim.)Miyabe.

ピレオギクC"ysa減〃g加榔"@""fc"(Maxim.）

Miyabeは北海道，樺太の主として日本海岸岩上に生育

しているが，北海道大学農学部付属植物園にはこれが栽

植されており，近年高山植物やミニ植物の愛好家の増加

とともに鉢栽培が行われ，園芸植物として培養増殖して

販売するなど店頭にもこの鉢物が姿を見せるようになっ

てきている。1974年6月，富山市今木町時沢利昭氏は同

氏庭内鉢植のピレオギクが萎凋しているのを発見して筆

者にその鑑定を求められたが，調査の結果，茎基部に白

色の菌糸が付着し，また黒色の菌核が形成されていると

ころから菌核病菌による被害であることを知った。採取

した菌核数が少なかったので，該菌を分離培養してここ

に形成された菌核を植木鉢土に播下，子嚢盤の形成をま

って子嚢および子嚢胞子を調べたところ,ScIemji泡α属

菌によるものであることがわかった。わが国における

Scﾉ"o""α属菌による有用植物の病害の多くはs・鈍陀．

γ0"oγ郷加(Libert)deBaryによるものであるが，ピ

レオギク菌核病もまたこれによるものであることが明ら

かになったので，本病と病原菌について得た観察と実験
の結果をここに報告する。

なお本研究は昭和54年度文部省科学研究費補助金〔奨

励研究⑧〕による研究の一部である。

1病徴

根，根茎およびそのふく枝，茎葉に発生する。本病に

侵されると地上部が急に萎凋してくるが，この根茎部表

面には白色綿状の菌糸がてん絡し，茎基部は暗色水浸状

の病斑を生じ，更にこの上にも白色の菌糸が承られるよ

うになる。根茎や下葉もその長柄の基部から侵され，水

浸状に軟化腐敗して，葉身も黄変枯死してすそ（裾）枯

れ症状を呈するようになる(第1図-A)。更にやや肉質

の葉身が光沢を失ってくるが，これは萎凋のはじまる前

兆である。病勢が進めば根茎上，茎基部表面などに黒色

の不規則形塊状の菌核を生じ全株枯死するに至る。

2病原菌の分離および接種

ピレオギク茎基部水浸状の病患部の組織片，菌糸塊お

よび菌核より病原の分離を試みた結果全く同一の菌鰻を

得た。シャーレ内のPSA平板培地上に25｡C-5日間

培養して生じた菌核を菌叢片と共にふく枝上および根葉

と下葉の長柄基部（葉腋部）に鮭いて，脱脂綿をはさん

だガーゼ片で覆い，水湿を与えて接髄した結果，いづれ

も発病して接種部から軟化腐敗して枯死し，また萎凋枯

死して当初と同棟の病徴を示した。シュンギク，ヒマワ
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海山県立中央農粟高等学校ToyamaCentralAgriCultural
HighSchool,6yama,Kamiuiikawa,Toyama,闘い12


